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２㹅２㸲 

学⾡論文の出∧における「日本のプレࢮンスの低ୗ」とは、 

ఱが低ୗしているのか㸽 

 

 
 （（川ᓥᾈ, 調㯞బ志㸦ᮾி工業大学ۑ

 

 

 
科学ᢏ⾡ᨻ策の㆟論において、日本およࡧୡ⏺の研究のᡂ果としての論文の出∧動向がしࡤしࡤಋ上に上

る。㏆年、日本の科学ᢏ⾡活動が論文の出∧の㔞においても㉁においてもఙࡧᝎࢇでいる、あるいは、プレ

 。ンスがⴭしく低ୗしているとのデータが」ᩘⴭ者からᥦ♧されている*1ࢮ

ここにおいて、これらのデータをᨻ策のための科学として活かすためには、ᝒ観を䬲るだけでなく、デー

タをよりヲ⣽に⭊分けすることがᚲ要である。ᅇ、ᡃ々は㏆年の日本の論文出∧動向のኚ化について、書

誌分析の範ᅖでの要因分析を行う。 

 

ၥ題意識 

ᅗ 1 ᕥは、2012 年の 6 ᭶に twitter や Facebook などのࢯーࢩャル࣓ディアを中心として、Web 上でヰ題

になったグラࣇの一部を➹者がษり出してຍ工したものである*2。このグラࣇがᥖ㍕されている会㆟資料は

もともと公㛤されているものであるが、会㆟యの構ᡂဨの一ேがࣈログで⤂したことによって、多くの目

にゐれることになった。グラࣇは、論文ᩘに関して他ᅜが 2002年௨㝆㡰調にᡂ果を増やしつつあるのに対し、

日本のࡳは 2006年をࣆークにしてୗ㝆の一㏵をたどっていることを♧しており、この「異ᖖなカーࣈ」が可

ど化されたことで、多くのேに⾪ᧁを与えた。ࣈログには多くのコ࣓ントがき、ᅜ❧大学の法ே化や学生

のᑵ職活動の㛗ᮇ化ഴ向、㏆年のⱝ手研究者の㞠用ᩘやฎ㐝、大学における研究時間の減少、などの調査結

果と結ࡧつけて論じるものがᏑᅾした。 

一方、「グラࣇのカーࣈのᙧ状そのものは年ࡈとのデータ࣋ースの㘓論文ᩘをᙉくᫎするため、࣑ス

リーディングの༴㝤があるのではないか」という意見もᩓ見された*3。ᅗ 1 ᕥの原と同時に配ᕸされた資

料として公㛤されている別のグラࣇを➹者がษり出してຍ工したものがᅗ 1 ྑである。こࡕらの原は上グ

らも同じ「ᅜ༢の論文ᩘの᥎⛣」である。しかし、印象が㠀ᖖࡕログではᘬ用ᥖ㍕されていない*4。どࣈ

に異なるのではないか。その㐪いは⦪㍈のスケーリングによってもたらされている部分をྵࢇでいるものの、

少なくとも日本の「異ᖖなカーࣈ」を♧してはいない。ୡ⏺全యおよࡧ⡿中に㢧ⴭな増ຍのタイ࣑ングも㸰

つのグラࣇで異なる。この㐪いは、まさにデータ࣋ースおよࡧ集計対象の論文ᩘの㐪いによるものである。

ᅗ 1 ᕥは、Elsevier 社が自社のデータ࣋ースに基づいて集計したものであり、ᅗ 1 ྑは、Thomson Reuters

社のデータ࣋ースに基づいて文部科学┬科学ᢏ⾡ᨻ策研究ᡤが集計したものである。㸰社のデータ࣋ースは

㘓している論文誌が異なり、㏆年の㘓誌ᣑ大のഴ向も異なる。集計者のస業に関しても、ᅗ 1 ᕥは論文

誌の出∧年を基‽とし、ᅗ 1 ྑはデータ࣋ースの㘓年を基‽としている、ᅗ㸯ྑは㸱年⛣動ᖹᆒを用い

ているなどの㐪いがᏑᅾする。すなࡕࢃ、この「異ᖖなカーࣈ」に関して、ኚ᭤Ⅼの年を他のデータと結ࡧ

つけて理⏤づけする㆟論は࣑スリーディングである。 

㏆年、ᨻ策の᳨ウや研究活動のࣇンディングプログラ࣒の㐠Ⴀの参考資料として計㔞化されたデータ

をうための研究の要ㄳがⴭしく高まっているが、現状しࡤしࡤ目にするのは、上グの㆟論のように計㔞

化された࣐クロデータの多⩏的なゎ㔘や意的な他の࣐クロデータとの関連けである。⥲論やᴫ観を構ᡂ

するための࣐クロデータは、文部科学┬科学ᢏ⾡ᨻ策研究ᡤの⥅続的な調査をྵめた科学ᢏ⾡白書や、

Thomson Reuters社およࡧ Elsevier 社が自社のデータ࣋ースをったレ࣏ートが「ᨻ策のための科学」の高

まり௨๓から✚され、用されている。ここにおいて科学計㔞学がᡂすきことの一つは、࣐クロデータ

から生まれるゎ㔘を計㔞に基づいて精査し、᳨ウすることである。本研究では、このၥ題意識のもとに、᪤

に大ᒁ的に、႖しく指されている「日本の論文出∧動向に見られる」を書誌分析の範ᅖで᳨ウする。 

 

方法 

本研究で用いた論文書誌データは、Thomson Reuters 社の Web of Science ࣇ࢜ライン∧に基づく。被ᘬ

用ᩘは 2011 年ᮎ時Ⅼのᩘ್である。データのຍ工や抽出は、XMLデータ࣋ース・ࣇࢯトウ࢙アཬࡧ自సスク

リプトにて行った。 
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報告ண定 

現ẁ㝵では、日本の被ᘬ用ᩘ Top X%論文*5 が、⥲被ᘬ用ᩘのኚ化をどの⛬ᗘㄝ明し得るか、⡿ᅜと中ᅜ

とのඹⴭ相手としての日本のẚ⋡の低ୗが日本の⥲論文ᩘ、⥲ᘬ用ᩘのをどの⛬ᗘㄝ明できるか、など

について定㔞的な᳨ウをຍえている。 
 

 
ᅗ 1 日本の異ᖖなカーࣈ㸽  

㸦⦪㍈はいずれもᩚᩘカウントの論文ᩘ） 

 

上グ᳨ウはணഛ分析に相ᙜするものであり、発⾲では、ணഛ分析を精緻化した上での結果をྵめ、論文出

∧動向に関する精査と᳨ド項目の㏣ຍを行い、㆟論のಋ上に㍕せる。なお、本発⾲はᖹᡂ 23 年ᗘ JST-RISTEX
ጤク研究「ࣇンディングプログラ࣒に資する科学計㔞学」プロジ࢙クト㸦代⾲㸸調㯞బ志）の一環として

行うものである。 
------------------ 

*1 「論文生⏘において低ୗする日本の࣏ジࣙࢩン」: 文部科学┬科学ᢏ⾡ᨻ策研究ᡤ 調査資料 204, 2011.12  

「大༙のᅜ・ᆅ域の被ᘬ用ᩘが増ຍし、アジア㏆㞄ㅖᅜの被ᘬ用インパクトがⴭしく上᪼している一方、日本はࡰᶓࡤ

いにとどまっています」:  Thomson Reuters グローバル・リࢧーチ・レ࣏ート, 2010.6  

「論文から見た日本の研究業⦼低㏞明らかに」: JST ࢧイエンス࣏ータル⦅集ࣗࢽース, 2010.7 など 

*2 グラࣇ全యがᥖ㍕された原は、⥲合科学ᢏ⾡会㆟ ᑓ門調査会 ᡓ␎༠㆟会、部会等 基♏研究ཬࡧேᮦ⫱ᡂ部会の➨

㸯ᅇ㸦2012.5.22）資料  

http://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/innovation/jinzai/index.html  
*3 一を上ࡆると、「論文ᩘ減少とᅜ❧大学法ே化の関ಀ」: JST ࢧイエンス࣏ータル⦅集ࣗࢽース, 2012.6 に対する

コ࣓ントḍの指 

*4 ゝཬはされており、ゎ㔘に対するὀ意もಁされている。 

*5 えࡤ、被ᘬ用ᩘ Top 5% の論文とは同じ年に㘓された論文のうࡕ被ᘬ用ᩘがୡ⏺全యの上 5%にධる論文を指す。 




